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さむかわ自民党
杉﨑 隆之 委員長

さむかわ自民党
横手　旭 委員

日本共産党
青木　博 委員

公明党
関口 光男 委員

大志会
山上 秀樹 委員

立憲さむかわ
茂内 久代 副委員長

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

３
月
会
議
で
は
、
６
名
の
委

員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
令
和
４
年

度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
各

特
別
会
計
予
算
を
、
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算

は
、
「
寒
川
町
総
合
計
画
２

０
４
０
第
１
次
実
施
計
画
」

で
取
り
組
む
べ
き
事
業
を
着

実
に
推
進
さ
せ
る
と
同
時
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
前
年
度
か
ら
継
続

し
つ
つ
、
国
・
県
の
経
済
対

策
な
ど
と
連
動
し
た
取
り
組

み
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、

真
に
必
要
な
取
り
組
み
を
重

点
的
に
推
進
す
る
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
か
ら
５
日
間
に

わ
た
り
、
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
全
て
の
予
算
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

質
疑
の
内
容
の
一
部
を
４

ペ
ー
ジ
及
び
５
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

5日間にわたる予算審査で

6人の委員が
真に必要な予算かチェック

令和4年度予算
275億2,984万円を可決

予 算 特 別 委 員 会 委 員

新
年
度
予
算
を

予
算
特
別
委
員
会
で

徹
底
審
査
し
ま
し
た
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予算特別委員会特集

一 般 会 計 予 算 概 要

各 会 計 予 算 額

一

般
財
源

特
定

財
源

歳　入
149億
8,600万円

県支出金（7.8%）
11億6,950万円

諸収入（4.0%）
5億9,618万円

町債（3.9%）
5億8,250万円 その他（2.4%）

3億6,525万円

町税（55.9%）
83億8,340万円

国庫支出金（12.6%）
18億8,993万円

地方消費税交付金（6.3%）
9億5,000万円繰入金（2.5%）

3億7,600万円

繰越金（1.9%）
2億8,000万円

その他（2.6%)
3億9,325万円

固定資産税（53.0%） ·····
町民税（34.7%） ············
都市計画税（6.1%） ········
町たばこ税（4.5%） ········
軽自動車税（1.2%） ·······
滞納繰越分（0.4%） ·········

44億4,670万円
29億600万円
5億1,400万円
3億8,030万円
1億300万円
3,340万円

町税内訳

歳　出
149億
8,600万円

その他（2.3%）
3億4,643万円

議会費（1.4%）
2億1,174万円

衛生費（10.3%）
15億4,558万円

民生費（38.9%）
58億3,562万円

総務費（12.4％）
18億6,185万円

土木費（11.9％）
17億8,237万円

教育費（10.6%）
15億9,162万円

公債費（7.3%）
10億8,954万円

消防費（4.8%）
7億2,126万円

特　別　会　計　　 125億4,384万円 119億7,164万円 4.8％
国民健康保険事業 48億4,460万円 47億8,034万円 1.3%
後期高齢者医療事業 11億4,672万円 11億405万円 3.9%
介護保険事業 37億2,448万円 34億8,763万円 6.8%

下水道事業（公営企業会計） 28億2,804万円 25億9,961万円 8.8%

合　　　　計 275億2,984万円 268億3,664万円 2.6%

一　般　会　計

区　　分

149億8,600万円 148億6,500万円

令和4年度予算額 令和3年度予算額 前年度伸率

　0.8%

※表示単位未満は四捨五入しているため、合計額や構成比が一致しない場合があります。

　一般財源とは財源の使途
が特定されず、自由に使える
収入のことです。
　一方、特定財源とは特定の
事業目的のために得られる
収入のことをいいます。
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Q　非耐震化住宅の耐震改修を促進す
る上で、町民のニーズは合致している
のか。事業の見直しも含め、今後どの
ように考えていくのか。
A　非耐震化住宅の所有者へのダイレ
クトメールによる事業周知や意見聴取
などを実施し、効果的な策の検討を進
めます。耐震改修促進計画の改定に当
たっては、耐震化率が高い他市町村の
事例や、把握した実態をもとに耐震改
修促進策を図ります。

Q　教職員の多忙化については、学校
現場や教育委員会だけでなく、人事労
務のコンサルタントなど専門家の力を
得て改善してみてはどうか。また、本
来は県が主導していくべきだと考える
が、町の見解は。
A　国・県においても教職員の多忙化
は大きな課題となっています。町も多
忙化の実態を把握し、さまざまな提案
も含め、効果的な取り組みを検討する
とともに国・県に要望します。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

Q　下水道使用料が令和7年まで段階
的に引き上げられる計画だが、コロナ禍
での料金改定は時期尚早ではないかと
考える。町の見解は。
A　埋設管などは建設後30年以上が経
過し、今後、維持管理費は大きく増額
することから、計画どおり料金改定を
行わなければ、持続的・安定的な下水
道サービスを提供することができなく
なります。経費縮減に取り組み、使用
者の負担が抑えられるよう努めます。

下
水
道
使
用
料
の

改
定
時
期
の
検
討
を

Q　パブリックコメントは住民が直接
行政への意見を表現できる場であると
ともに、協働の一つとも考えられる。
広く多くの意見をいただくための取り
組みは。
A　資料の簡素化や、デザインに統一性
を持たせたことにより町民の皆さまより
見やすくなったと意見をいただきまし
た。より広く多くの意見をいただくため
に意見の提出方法なども検討していきま
す。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

広
く
多
く
の
意
見
を

非
耐
震
化
住
宅
の改

修
促
進
を

予
算
特
別
委
員
会
で
各
委
員
が
審
査
し
た

概
要
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
予
算
に
対
し

　
　
　
　
各
委
員
が
質
問
！
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Q　「ふじさわキュンマップ」や「ひ
らつかわくわくマップ」のように、マ
ップ情報をホームページ上で一元化す
るべきと考えるが、町の見解は。
A　急速にデジタル化へと進展してい
る社会環境や、コロナ禍をはじめ、自
然災害の頻発化により、町ホームペー
ジなど電子媒体の需要も拡大している
ことなどから、さまざまな分野情報が
一元化されたマップ情報を整備するこ
とは重要だと考えます。

マ
ッ
プ
情
報
の
一
元
化
を

Q　外国人指導者（FLT）の活躍によ
り、外国語教育をより充実すべきと考
えるが、今後の取り組みは。
A　日常の学校生活におけるFLＴとの
自然な英語でのやりとりの機会の確保、
夏季のさむかわイングリッシュキャンプ
などを通して、児童・生徒の外国語によ
るコミュニケーションの意識付けを図る
とともに、他の子どもたちの模範となる
ジュニアリーダーの育成につながる取り
組みを進めます。

さ
ら
な
る
外
国
語
教
育
を

Q　児童クラブの待機児童を解消する
ための対応と今後の取り組みは。
A　待機児童対策事例として、施設の
建設、空き家やアパートを借用した保
育を実施しました。新たに施設を建設
することは費用面等からも困難である
ため、令和４年から実施される小谷小
学校区での空き教室による保育など、
今後も教育委員会や小学校の理解・協
力のもと、待機児童解消に向け、協議、
調整します。

待
機
児
童
の
解
消
を

令
和
４
年
度
予
算
に
対
し

　
　
　
　
各
委
員
が
質
問
！

▼予算特別委員会　委員別賛否結果表
○：賛成　●：反対

会　計　区　分
委　員　名

一般会計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 介護保険 下水道
委 員 長　　杉　﨑　隆　之　（さむかわ自民党） ― ― ― ― ―
副委員長　　茂　内　久　代　（立憲さむかわ） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　青　木　　　博　（日 本 共 産 党） ● ● ● ● ●
委　　員　　山　上　秀　樹　（大　　志　　会） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　横　手　　　旭　（さむかわ自民党） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　関　口　光　男　（公　　明　　党） ○ ○ ○ ○ ○

※　杉㟢委員長は、表決に加わりません。

予算特別委員会特集

さむかわイングリッシュキャンプ
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※
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
景
気
が
後
退
し
て
い
く
中
で
、
物
価

　
上
昇
が
同
時
進
行
す
る
現
象

　3月会議最終日に、令和４年度予算の採決に先立ち、
各委員が各予算の内容について賛成・反対の討論を
行いました。討論の主な内容を掲載します。

令和４年度予算を

討 論
賛　成 大志会

日本共産党

さむかわ自民党

町を取り巻く喫緊の課題への対応を評価

厳しい経済環境の中で町民生活の向上を

町民の生活と、子どもたちの暮らしを守る予算を要望

反　対

賛　成

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、地
震
へ
の
対
処
や
物
価
高
騰
な
ど
、不
安

が
続
く
中
で
も
自
治
体
の
役
割
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
将
来
へ
の
投
資
を
行
い
、

町
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
積
極
的

予
算
と
し
て
、歳
入
で
は
一
部
業
種
の
業
績
等

か
ら
町
税
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。今
後
と

も
国
・
県
の
特
定
財
源
獲
得
と
と
も
に
、引
き

続
き
健
全
財
政
の
堅
持
を
希
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、歳
出
で
は
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
対
策

設
備
等
導
入
補
助
金
の
創
設
や
、学
校
の
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
、田
端
西
地
区
ま
ち
づ
く

り
へ
の
助
成
、東
海
道
新
幹
線
新
駅
整
備
基
金

の
積
み
立
て
、交
通
関
連
計
画
策
定
業
務
、茅
ヶ

崎
市
へ
の
消
防
業
務
委
託
や
、障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
の
促
進
・
啓
発
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
町
民
の
こ
こ
ろ
豊
か
な
暮
ら
し
の
実

現
を
目
指
す
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

一
方
、配
慮
す
べ
き
点
と
し
て
は
、法
制
部
門

等
の
専
門
的
知
見
を
要
す
る
職
場
へ
の
適
正
な

人
員
配
置
や
外
部
知
見
の
活
用
、協
働
事
業
提

案
制
度
に
お
け
る
行
政
の
継
続
支
援
、パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を
提
出
し
や
す
い
環

境
の
整
備
、衛
生
指
導
員
の
負
担
軽
減
の
検
討

な
ど
を
求
め
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
喫
緊
の
課
題
へ
対
応
す
る
予
算

と
評
価
し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

町
民
に
寄
り
添
っ
た
こ
こ
ろ
温
ま
る
行
政
運
営

を
期
待
し
、一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
討
論

を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　

賃
金
が
下
が
る
中
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
り
商
品
等
の
値
上
げ
が
続
く
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
町
民
の

生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
最
重
要
と
捉
え
、

審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

　

歳
入
は
前
年
度
よ
り
増
と
し
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
目
途

が
立
た
ず
、か
つ
冒
頭
に
示
し
た
状
況
を
鑑
み

る
と
、果
た
し
て
増
と
な
る
の
か
、見
通
し
に
つ

い
て
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、扶
助
費
で
不
確
定
な
要
素
を
考

慮
し
て
計
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、補
正

予
算
あ
り
き
で
は
な
く
、当
初
予
算
で
対
応
す

る
べ
き
で
す
。

　

平
和
推
進
事
業
は
、こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら

こ
そ
重
要
で
、核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を

し
た
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
に
す
る
べ
き

で
す
。

　

新
規
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
推
進
事
業

費
は
、対
策
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で
す
。

　

東
海
道
新
幹
線
新
駅
整
備
基
金
は
、世
界
情

勢
や
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
、新
駅
の
見
通
し
を
鑑

み
る
と
、積
立
金
を
塩
漬
け
に
せ
ず
、暮
ら
し
優

先
の
使
い
方
に
す
る
べ
き
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
は
、Ⅰ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、デ
ジ
タ

ル
教
材
の
活
用
は
画
一
的
な
も
の
に
せ
ず
、教

員
の
裁
量
や
専
門
性
に
任
せ
る
べ
き
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、一
般
会
計
予
算
に
反
対

し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、さ
ら

な
る
負
担
軽
減
と
、国
や
県
の
公
費
負
担
増
額

を
求
め
る
べ
き
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

　

予
算
の
執
行
に
当
た
り
、い
く
つ
か
の
提
案

と
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
と
担
当
職
員
の
知
識
・
ス

キ
ル
の
向
上
に
よ
り
、『
高
座
の
こ
こ
ろ
。２
．

０
』へ
と
昇
華
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
次
に
、教
職
員
の
多
忙
化
軽
減
を
目
的
と
し

た
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、こ
こ
数

年
多
忙
化
を
訴
え
な
が
ら
も
解
決
で
き
て
い
な

い
状
況
か
ら
、教
育
委
員
会
や
教
育
現
場
だ
け

で
考
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、人
事
や
労

務
の
プ
ロ
の
力
を
借
り
て
改
革
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

　
ロ
ケ
地
の
誘
致
つ
い
て
は
、優
秀
な
ク
リ
エ

イ
タ
ー
達
へ
の
積
極
的
な
営
業
活
動
で
、さ
ら

な
る
誘
致
促
進
を
提
案
し
ま
す
。

　
ま
た
、田
端
地
区
で
資
源
物
を
可
燃
ご
み
集

積
所
で
月
２
回
収
集
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
が
、早
急
に
結
果
レ
ビ
ュ
ー

と
次
に
進
む
べ
き
道
を
示
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

現
在
、経
済
状
況
は
ス※

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
様
相
を
呈
し
、予
断
を
許
さ
ず
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
中
で
も
経
済
を
活
性
化
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、時
に

は
立
ち
止
ま
る
こ
と
や
、大
胆
な
財
政
出
動
が

必
要
な
時
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

ど
の
よ
う
な
時
で
も
町
民
の
生
活
と
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
守
る
た
め
に
税
金
を
使
う
こ
と
を

常
に
念
頭
に
置
き
、予
算
執
行
す
る
こ
と
を
要

望
し
、一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
討
論

を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。
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予 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書
今年２月の内閣府 月例経済報告では、「景気は、持

ち直しの動きが続いているものの、新型コロナウイルス
感染症による厳しい状況が残る中で、一部に弱さがみ
られる。」 とされている状況の中、審査に当たった当町
の令和４年度一般会計予算及び４特別会計予算の総額
は、 ２７５億２, ９８３万６千 円 で、 対 前 年 度 比
６億９, ３１９万４千円、２.６％の増であります。

また、一般会計予算の総額は、１４９億８,６００万円
で、対前年度比１億２,１００万円、０.８％の増となって
います。　

まず、歳入ですが、一般会計の５５.９％を占める町税
では、個人町民税において景気動向を踏まえた給与所
得の状況等を鑑み、また、法人町民税については、新
型コロナウイルス感染症による影響があるものの一部
の業種で持ち直しの傾向が予測されるなどの理由から、
町 税 全 体 で は８３億８, ３４０万 円、 対 前 年 度 比
３億８２０万円、３.８％の増となっています。

一方、国庫支出金全体では、寒川さくら幼稚園の幼
保連携型認定こども園施設整備完了により、認定こど
も園施設整備交付金などが減額となり、前年度より
１億１,４５２万円、５.７％の減。また、県支出金全体
では、一期工事の完了に伴い農業用施設防災対策事業
費補助金などが減額となり、前年度より３９８万円、
０. ３％の減となっております。しかしながら、新型コロ
ナウイルス感染症の影響がある中でも、持続可能で活
力ある地域社会の実現に向けて、適切な税収確保や国
県等の特定財源の確保に努めつつ、ふるさと納税をは
じめ、新たな財源の創出に積極的に取り組むなど、町
財政の健全化に向けた取り組みがなされています。

歳出については、総務費で、茅ケ崎市との気候非常
事態共同宣言を踏まえたゼロカーボン推進対策設備等
導入補助金の創設や、町民との情報共有・情報提供の
基盤となる町ホームページの改修費のほか、納税者の利
便性の向上を図るため二次元コード付き納付書への変
更に伴う準備業務の実施に関するものなど、新たな時
代に対応した予算が計上されています。

また、民生費では、町内の子ども食堂等に対する支
援として、新たに国の交付金を活用した「子どものつな
がりの場づくり支援事業補助金」を創設するとともに、
寒川さくら幼稚園が幼保連携型認定こども園として開所
することに伴う「子どものための教育・保育給付費」や、
民間保育所運営費等補助金、小規模保育事業所に係る
施設整備などの補助事業を計上したことによる保育対
策総合支援事業費補助金の増など、保育環境充実に向
けた取り組みは大いに期待するものであります。

さらに衛生費では、プラスチック製容器包装手選別
ラインの不適物除去能力の向上を図るための委託や、
農林水産業費では、花川用水路予防保全対策（二期）
工事調査委託のため農業水利施設予防保全委託を計上。
商工費では、実績を踏まえ中小企業事業資金融資利子
補給金や、新型コロナウイルス感染症対策を講じるた
め、産業まつり交付金を増としています。

土木費では、引き続き、安心・安全な道路を維持確
保するための工事費等を確保しつつ、町総合計画
２０４０の中で「産業集積拠点」として位置付けた田端
西地区組合土地区画整理事業助成金や、「都市未来拠
点」として位置付けた東海道新幹線新駅整備基金への
積立金を計上するとともに、都市動線を見据えた寒川
町交通関連計画策定業務への着手や、多くの町民が利
用するシンコースポーツ寒川アリーナ（寒川総合体育館）
の備品購入やサブアリーナへの空調機設置に向けた設
計委託を計上。消防費では、常備消防を茅ヶ崎市へ委
託するための消防業務委託を計上するとともに、消防緊
急通信指令システム改修のための無線システム改修作業
に伴う負担金や、第２分団車両購入による非常備消防
費の備品購入費の増。

教育費では、一之宮小学校（南棟）・寒川東中学校
（北棟）の外壁修繕、北部公民館防水改修工事、寒川
総合図書館ポンプ更新工事、給食センター運用開始に
向けた町立小中学校配膳室整備設計委託、川とのふれ
あい公園サッカー場芝生化に伴う芝生管理のためのス
ポーツ公園等維持管理委託を計上。

そして、最後に公債費でありますが、予算特別委員会
の冒頭、町からも説明がありましたが、本年度の町債借
入額と公債償還額を比較してもプライマリーバランスは
黒字化しており、より一層財政健全化が進んでおります。
以上のことを踏まえ、令和 4 年度予算については、コ
ロナ禍においても、環境対策を講じつつ、ICT 技術を
活用しながら、持続可能なまちづくりに向けて将来への
投資も行い、町民の安心・安全な暮らしを守る予算とし
て適正と判断するものであります。

なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘さ
れた委員の意見等を十分に配慮し、「寒川町総合計画
２０４０第一次実施計画」で取り組むべき事業を着実に
推進していただきたい。そして、今後の社会情勢や経
済状況を注視しながら、新しい生活様式を踏まえた持
続可能な行・財政運営に取り組み、町民から信頼される、
さらなる魅力あふれるまちづくりに全職員が一丸となっ
て取り組むよう要望し、審査意見とします。

予算特別委員会特集
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〈
議
案
第
２
号
〉

　

保
育
士
等
を
対
象
に
賃
上
げ
効
果
が
継
続
さ
れ
る
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
収
入
を
３
％
程
度
引
き
上
げ
る
た
め
、
負
担
金
、

補
助
及
び
交
付
金
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
に
関
す
る予

算
を
追
加
し
ま
す

Pickup 1

●　
３
月
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

３
月
会
議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
26
件

委
員
会
提
出
議
案
・
・
・
１
件

決
議
案
・
・
・
・
・
・
・
１
件

３
月
会
議　
　

会
議
期
間　

２
月
22
日
か
ら
３
月
25
日

※
３
月
会
議
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、
５
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。

今号では
この中から
５つを

Pick up

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　

保
育
士
の
賃
金
や
労
働
環
境
を
把
握
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
過
剰
労
働
に
な
っ
て
い

な
い
か
。

A　

保
育
所
の
認
可
や
監
査
の
際
に
、
賃
金

台
帳
や
勤
務
形
態
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

大
変
な
労
働
環
境
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

過
剰
労
働
と
は
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

施
設
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
が
、
保

育
士
等
に
支
給
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
報
告
等

を
交
付
金
の
要
綱
の
中
で
定
め
て
い
る
か
。

A　

交
付
申
請
の
際
に
は
、
施
設
か
ら
賃
金

改
善
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
を
保
育
士
等
に
支
給
し
た
か

ど
う
か
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
賃
金
改
善
報

告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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寒
川
町
地
域
公
共
交
通
会
議
設
置
条
例
を
制
定
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
予
算
を
追
加
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
「
寒
川
町
公
共
交
通
会
議
」
に
お

い
て
公
共
交
通
に
関
す
る
検
討
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
か
ら
は
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
い
た
法
定
協
議
会
と
し
て
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
協
議
の
場
と
す
る

と
と
も
に
地
方
自
治
法
に
規
定
す
る
町
の
付
属
機
関
と
し
て
位
置
付
け

る
も
の
で
す
。

　

国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
小
児
を
対
象
と

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
も
の
で
、

接
種
券
の
作
成
委
託
料
や
郵
送
料
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

Pickup 3

Pickup 2

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　
今
ま
で
の
会
議
と
具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の

か
。

A　
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
の
検

討
に
併
せ
て
、地
域
公
共
交
通
計
画
の
作
成
や
計

画
の
実
施
に
向
け
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

Q　
町
域
に
限
ら
ず
付
随
す
る
公
共
交
通
を
含
め

議
論
さ
れ
て
い
く
の
か
。

A　

交
通
計
画
の
中
で
位
置
付
け
る
こ
と
で
、町

域
を
越
え
た
検
討
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

Q　
将
来
を
見
据
え
た
自
動
運
転
バ
ス
の
運
行
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

A　
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、実
現
に

つ
い
て
は
中
長
期
的
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

Q　
接
種
率
の
見
込
み
は
。

A　

接
種
率
の
予
想
・
目
標
は
設
定
し
ま
せ
ん

が
、
接
種
希
望
者
が
接
種
で
き
る
よ
う
環
境
を

整
え
ま
す
。

Q　
広
報
を
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
な
の
か
。

A　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
で
き
た
こ
と
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
接
種
す
る
か
ど
う
か
、

ご
本
人
と
保
護
者
に
十
分
な
判
断
材
料
を
提
供

す
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
や
副

反
応
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
等
、
双
方
の
情
報
提

供
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

年
齢
を
考
慮
す
る
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
有
効
活

用
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
の
充
実
を
図

る
べ
き
で
は
。

A　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
の
情
報
提
供
は
非
常
に
有

効
だ
と
考
え
ま
す
。

〈
議
案
第
22
号
〉

〈
議
案
第
２
号
〉

３月会議　議案審査
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Pickup 5
〈
決
議
案
第
１
号
〉

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に
対
し
断
固

抗
議
し
即
時
解
決
を
求
め
る
決
議
を
可
決
し
ま
し
た

〈
議
案
第
27
号
〉

　

令
和
３
年
９
月
30
日
の
基
準
日
よ
り
後
に
離
婚
し
た
場
合
で
、
実

際
に
子
を
養
育
し
て
い
る
が
給
付
金
を
受
け
取
れ
な
い
方
、
国
に
お

い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
所
得
制
限
の
限
度
額
以
上
の
世
帯
の
方
、
令

和
４
年
４
月
１
日
の
出
生
児
童
の
世
帯
を
対
象
と
し
給
付
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

Pickup 4こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　

離
婚
ま
で
に
至
ら
ず
、
別
居
中
な
ど
の
方

は
対
象
と
な
る
の
か
。

A　

離
婚
協
議
中
で
別
居
し
て
い
る
な
ど
、
客

観
的
に
事
実
を
確
認
で
き
る
書
類
が
あ
る
場
合

や
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
を
理
由
に
所
要
の
手
続
き
が
で

き
な
か
っ
た
方
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

Q　

対
象
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
広
報
な
ど

じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、

町
か
ら
直
接
電
話
な
ど
の
周
知
は
で
き
な
い
か
。

A　

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
と
と

も
に
、
個
人
情
報
な
ど
の
観
点
か
ら
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 ロシアによるウクライナへの侵略に対し
断固抗議し即時解決を求める決議

２月 24 日、ロシアによるウクライナに対する軍事侵攻が始まり、この侵
攻により、ウクライナで暮らす多くの一般市民の尊い生命が奪われ、脅威に
晒され続けている。この軍事侵攻によって、市民の生命・財産・自由、そし
て子どもたちの未来までも奪う行為は、国連憲章と国際法に違反する行為で
あることは明白であり、また我が国を含む国際社会の平和と秩序、安全で
安心な暮らしを脅かすものでもあり、断じて容認できるものではない。

また、ロシアのプーチン大統領が、ロシアが核保有国であることを誇示し、
核兵器使用を示唆したことは、唯一の戦争被爆国である日本国民として断じ
て許すべきではなく、今日の世界においても決して許されることではない。
核兵器廃絶平和都市宣言を掲げる寒川町として、また、日本国憲法が掲げ
る平和主義の観点からも、このことは決して看過できるものではない。

よって、寒川町議会は、ロシアによるウクライナへの侵略による主権侵害
や攻撃に対し強く抗議し、ロシア軍の攻撃停止と即時撤退、早期の平和的
解決を強く求めるものである。

以上、決議する。

令和４年３月 25 日
寒　川　町　議　会

　
次
の
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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令和4年第1回定例会　3月会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 日本
共産党 公明党 立憲

さむかわ
議
決
結
果

天
利
　
薫

横
手  

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本  

優

吉
田 

悟
朗

佐
藤 

正
憲

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

青
木  

博

山
田 

政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 

善
行

関
口 

光
男

小
泉
　
秀
輔

茂
内
　
久
代

橋
本 

修
一

栁
田  

遊

柳
下 

雅
子

3月

2 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第9号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 令和3年度寒川町国民健康保険事業特
別会計補正予算（第5号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 令和3年度寒川町後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第4号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 令和3年度寒川町介護保険事業特別会
計補正予算（第5号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 令和4年度寒川町一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 令和4年度寒川町国民健康保険事業特
別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 令和4年度寒川町後期高齢者医療事業
特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 令和4年度寒川町介護保険事業特別会
計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 令和4年度寒川町下水道事業特別会計
予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 人権擁護委員候補者の推薦につき意見
を求めること 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 人権擁護委員候補者の推薦につき意見
を求めること 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 寒川町情報公開条例及び寒川町個人情
報保護条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

14 茅ヶ崎市と寒川町との消防業務に関する事務の
委託に関する規約の施行に伴う関係条例の整備 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 寒川町防災会議条例及び寒川町地震災
害警戒本部条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 寒川町職員の育児休業等に関する条例
の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 寒川町職員の特殊勤務手当に関する条
例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 寒川町立学校施設使用条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 寒川町国民健康保険条例の一部を改正
する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 寒川町工場立地法第4条の2第1項の規定
に基づく準則を定める条例の制定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 寒川町地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 寒川町地域公共交通会議設置条例の制
定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 寒川町消防賞慰金条例の一部改正等 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 寒川町消防団員等公務災害補償条例の
一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 デジタル移動通信システム更新工事請負
契約に係る変更契約の締結 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 寒川町国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 令和3年度寒川町一般会計補正予算
（第10号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員会提出
第1号 寒川町議会委員会条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決  議
第1号

ロシアによるウクライナへの侵略に対し
断固抗議し即時解決を求める決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　 　　　　（佐藤一夫議⻑は、表決に加わりません。橋本議員、栁田議員、柳下議員は会派に属さない議員です。）

本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議の記録 各委員会の記録 可決された
意見書・決議

本会議・委員会の記録

3 月会議　議案審査
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栁田　遊 議員

町
の
都
市
機
能
の
集
約
化

（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
の
取
り
組
み
は

ん
で
い
ま
す
。同
プ
ラ
ン
で
は
比
較
的
狭

い
行
政
区
域
内
に
鉄
道
や
幹
線
道
路
等

の
交
通
軸
が
あ
り
、農
地
や
住
居
が
混
在

し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

寒
川
駅
周
辺
を
生
活
中
心
拠
点
と
し
、倉

見
駅
周
辺
地
域
は
新
幹
線
新
駅
の
設
置

を
目
指
す
都
市
未
来
拠
点
、田
端
西
地
区

の
寒
川
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
を
産

業
集
積
拠
点
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
拠
点
に
準
ず
る
に
ぎ
わ
い
交
流
創

出
ゾ
ー
ン
等
を
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と

し
、方
針
は
国
が
推
奨
す
る
多
極
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
と

方
向
性
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
す
。引
き

続
き
各
拠
点
が
有
す
る
機
能
の
充
実
、拠

点
間
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

を
図
る
こ
と
が
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
進
展
が
町
民
の
生
活
や
人
の
流
れ

を
刺
激
し
、町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、行

政
コ
ス
ト
の
低
減
、人
口
減
少
、少
子
高

齢
化
、空
き
家
等
の
課
題
に
対
す
る
対
応

策
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q　
町
内
で
各
都
市
拠
点
を
設
け
、各
拠

点
が
高
頻
度
の
公
共
交
通
で
つ
な
が
り
、

都
市
機
能
が
集
約
化
さ
れ
る
多
極
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
取
り

組
み
や
立
地
適
正
化
計
画
は
、将
来
予
想

さ
れ
る
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
よ
る

空
き
家
・
空
き
地
の
増
加
、上
下
水
道
、

公
共
施
設
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

費
・
更
新
費
等
の
行
政
コ
ス
ト
増
加
の

課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
る
。20
年
、30
年
後
を
見
据
え

な
が
ら
町
は
ど
の
よ
う
に
都
市
機
能
の

集
約
化
に
取
り
組
む
の
か
。

A　

令
和
３
年
４
月
に
改
定
し
た
寒
川

町
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
軸
に
取
り
組

コミュニティサイクル　ステーション
出典：富山県富山市 環境政策課

一
般
質
問
と
は
？

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る

大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、

町
議
会
議
員
が
町
に
対
し
て

質
問
を
行
い
ま
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

９
人
の
議
員
が

一　

般　

質　

問
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A　

調
査
時
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

の
推
計
は
、お
よ
そ
40
億
８
千
万
円
で
、

拠
点
整
備
後
は
整
備
内
容
に
も
よ
り
ま

す
が
、約
２
倍
の
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。本
調
査
で
は
、結
果
と
し
て

赤
字
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、公
益
性
の
価
値
は
大
き
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

今
後
、同
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、新
し
い
案
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

で
示
さ
れ
る
の
か
。

A　
委
員
か
ら
は
、整
備
事
業
実
現
に
向

け
、新
た
な
団
体
の
立
ち
上
げ
の
取
り
組

み
を
進
め
た
い
と
の
ご
意
見
も
あ
り
、新

た
な
提
案
に
向
け
た
検
討
が
民
間
団
体

の
中
で
進
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Q　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　
ま
ず
は
民
間
団
体
か
ら
マ
イ
ナ
ス
リ

ス
ク
を
払
拭
す
る
よ
う
な
提
案
が
示
さ

れ
て
か
ら
の
判
断
と
な
る
と
考
え
て
お

り
、現
段
階
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の

お
答
え
を
示
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q　
町
が
平
成
26
年
に
行
っ
た「
寒
川
神

社
を
核
と
し
た
新
た
な
観
光
拠
点
の
創

出
に
係
わ
る
調
査
」は
、そ
の
後
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
。

A　
当
該
調
査
で
は
、観
光
拠
点
整
備
案

に
つ
い
て
、一
定
の
経
済
波
及
効
果
は
見

込
め
る
も
の
の
、事
業
の
継
続
は
困
難
と

な
る
可
能
性
が
高
い
と
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。平
成
30
年
４
月
、寒
川
町
観
光
事

業
検
討
協
議
会
で
の
議
論
は
一
段
落
し
、

現
在
は
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

今
で
き
得
る
こ
と
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

経
済
波
及
効
果
等
の
公
益
性
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

Q　

農
福
連
携
に
お
け
る
町
の
取
り
組

み
状
況
と
障
が
い
者
の
就
労
を
含
め
た

今
後
の
課
題
や
取
り
組
み
は
。

A　

町
内
の
就※

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
の
一
部
で
は
、農
家
が
経
営
し
て
い
る

農
園
等
で
農
作
業
を
行
う
な
ど
、農
福
連

携
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、人
口
減
少
な

ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
や
遊
休
農
地
の
増

加
が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
作
業
は
多
く
の
作
業
工
程
が

あ
る
こ
と
か
ら
、障
が
い
者
の
特
性
や

個
々
の
障
が
い
の
程
度
に
ふ
さ
わ
し
い
作

業
を
い
か
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
課

題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、農
業
分
野
と
福
祉
分
野
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
向
け
、行
政
の
み
な

ら
ず
、関
係
団
体
も
含
め
、互
い
に
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

Q　

障
が
い
者
の
就
労
と
い
う
観
点
か

ら
、町
と
し
て
の
考
え
は
。

A　

農
業
に
は
農
場
管
理
、収
穫
、出
荷

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。さ

ら
に
、草
取
り
、出
荷
調
整
、袋
詰
め
な

ど
、障
が
い
者
の
適
性
に
合
わ
せ
細
分
化

も
で
き
る
こ
と
か
ら
、障
が
い
者
に
と
っ

て
働
き
や
す
い
就
労
の
場
と
し
て
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

町
と
し
て
農
業
の
継
承
と
障
が
い

者
の
就
労
を
促
進
す
る
た
め
、今
後
、農

福
連
携
を
積
極
的
に
推
進
す
る
考
え
は
。

A　
農
福
連
携
を
推
進
す
る
上
で
、障
が

い
者
の
特
性
に
応
じ
、最
大
限
活
躍
で
き

る
環
境
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。次
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
の
策
定
の

際
に
実
施
す
る
意
向
調
査
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、障
が
い
者
の
農
業
に
関
す
る

就
労
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に
努
め
ま
す
。

寒
川
神
社
を
核
と
し
た

新
た
な
観
光
拠
点
の
創
出
を

農
福
連
携
で
農
業
継
承
と

障
が
い
者
の
就
労
促
進
を

山上 秀樹 議員

佐藤 正憲 議員

※
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
＝
障
が
い
の
あ
る
方
が
一
般
企
業
へ
の
就
職
が
不
安
、
あ
る
い
は
困
難
な
場
合
に
、
雇
用
契
約

を
結
ば
な
い
で
軽
作
業
な
ど
の
就
労
訓
練
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

一般質問 議員 ９人が町政を問う
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て
ま
す
。

Q　

仮
に
調
査
し
、学
校
選
択
制
に
対

し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ー
ズ
結
果
が
出
た

場
合
、部
活
動
を
軸
と
し
た
学
校
選
択

制
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。

A　
学
校
選
択
制
の
本
来
の
趣
旨
は
、よ
り

よ
い
教
育
、質
の
高
い
教
育
を
求
め
る
も
の

で
、町
に
お
い
て
教
育
内
容
の
充
実
に
当

た
っ
て
は
、地
域
と
連
携
し
地
域
の
教
育
力

等
の
活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。学
校

に
お
け
る
部
活
動
の
位
置
付
け
は
、教
育
課

程
外
の
も
の
で
、法
令
上
は
設
置
及
び
運
営

の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、町
教
職
員
も
そ

の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、教
職
員
の
善
意

に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。現
在
国
が
部
活

動
改
革
と
し
て
将
来
的
に
地
域
へ
の
移
行

を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、部
活
動
の
み
を

理
由
と
し
て
学
校
を
選
択
す
る
こ
と
は
、慎

重
を
期
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、小
学

校
の
段
階
で
あ
る
競
技
に
精
通
し
、部
活
動

を
通
じ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
希

望
す
る
場
合
の
就
学
上
の
配
慮
に
つ
い
て

は
、研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
過
度
な
家
族
の
介
護
な
ど
を
す
る
ヤ※

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
増
え
て
い
る
中
、学
校

を
休
み
が
ち
に
な
る
な
ど
、今
後
子
ど
も

の
受
け
る
影
響
を
考
え
る
と
実
態
調
査
を

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、町
の
見
解
は
。

A　
国
の
調
査
報
告
書
で
は
、ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
概
念
が
ま
だ
社
会
に
浸
透
し
て

い
な
い
こ
と
、問
題
が
家
庭
内
で
起
き
て

い
る
た
め
把
握
が
難
し
い
こ
と
、子
ど
も

自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
概
念
を
知
ら

ず
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
が
要

因
と
さ
れ
、実
態
把
握
の
難
し
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
、ま
ず
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
概
念
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を
図
る
こ
と

Q　
子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
と
個
性
を
重

ん
じ
る
た
め
に
も
、今
後
学
校
選
択
制
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。町
内
の
児
童
・

生
徒
・
保
護
者
を
対
象
に
、学
校
選
択
制

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
は
。

A　

学
校
の
指
定
変
更
や
区
域
外
就
学

は
、地
理
的
や
身
体
的
、い
じ
め
の
対
応

を
理
由
と
す
る
場
合
の
ほ
か
、具
体
的
事

情
に
即
し
て
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、保

護
者
の
申
し
出
に
よ
り
弾
力
的
に
認
め

て
い
ま
す
。教
育
委
員
会
と
し
て
学
校
選

択
制
の
導
入
及
び
調
査
は
せ
ず
、原
則

通
学
区
域
を
定
め
、順
次
導
入
を
図
っ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等
を
通

じ
て
、地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
を
育

が
重
要
と
考
え
、実
態
調
査
に
つ
い
て

は
、教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

研
究
し
ま
す
。

Q　
子
ど
も
自
ら
が
公
的
機
関
へ
相
談
す

る
こ
と
は
、心
理
的
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

た
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
ネ
ッ
ト
で
の
相
談
窓
口

と
相
談
体
制
を
整
備
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

A　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活
用
は
有
効
と
考
え

ま
す
。県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
相
談
先

が
あ
り
ま
す
が
、町
独
自
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
た
め
だ
け
に
仕
組
み
を
構
築
す
る

の
は
、難
し
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

交
流
・
情
報
交
換
の
居
場
所
づ
く

り
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

A　

同
じ
よ
う
な
境
遇
や
経
験
を
し
て

い
る
人
と
話
し
、交
流
す
る
こ
と
や
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
は
、当
事
者
の
心
の
ケ

ア
と
い
う
面
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、ま
ず
は
自
分
が
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
の
か
を
気
付
く
た
め
に

周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

部
活
動
を
軸
に
学
校
選
択
制
を

導
入
す
べ
き

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
と
啓
発
・
支
援
を

茂内 久代 議員

横手　旭 議員

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
＝
大
人
が
担
う
よ
う
な
家
族
の
介
護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の
世
話
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
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柳下  雅子 議員

Q　
町
公
共
施
設
再
編
計
画
で
は
、学
校

を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
と
あ
る
が
、児
童

生
徒
数
が
減
少
す
る
見
込
み
の
時
期
は
。

A　

児
童
生
徒
数
を
推
計
全
体
で
見
れ

ば
、児
童
数
は
２
０
２
５
年
度
か
ら
、生

徒
数
は
２
０
３
２
年
度
か
ら
減
少
傾
向
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Q　
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A　
町
公
共
施
設
再
編
計
画
で
の
検
証

結
果
を
大
前
提
と
し
て
、保
護
者
や
町

民
、教
職
員
等
の
ご
意
見
等
も
丁
寧
に

拾
い
な
が
ら
、具
体
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Q　
少
人
数
学
級
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q　
寒
川
町
は
度
々
、不
名
誉
な
自
転
車

事
故
多
発
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
た

自
転
車
事
故
減
少
策
は
。

A　

総
合
的
な
交
通
施
策
を
示
す
基
本

計
画
の
検
討
を
は
じ
め
、道
路
や
交
通
関

連
施
設
に
つ
い
て
は
、茅
ヶ
崎
警
察
署
や

関
係
機
関
と
協
議
・
連
携
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、現
在
は
小
学
３
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
る
自
転
車
交
通
安
全
教
室

へ
の
参
加
対
象
学
年
の
拡
大
や
、各
小
学

校
敷
地
内
で
親
子
等
が
自
由
に
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
や
練
習
が
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
な
ど
、自
転
車
の
正
し
い
ル
ー
ル

の
遵
守
、マ
ナ
ー
向
上
に
取
り
組
め
る
よ

う
、事
業
展
開
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い
る
小
学

A　

町
は
国
及
び
県
に
先
駆
け
て
小
学

３
年
生
に
お
い
て
少
人
数
学
級
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。令
和
４
年
度
以
降
は
国
が

法
律
に
基
づ
き
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

公
園
施
設
の
補
修
や
撤
去
の
判
断

基
準
は
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

専
門
業
者
に
よ
る
定
期
点
検
や
職

員
に
よ
る
日
常
点
検
に
よ
り
安
全
性
や

劣
化
の
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。現
状

維
持
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、利
用
状

況
や
修
繕
費
用
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

撤
去
の
判
断
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Q　

公
園
や
緑
地
の
維
持
管
理
体
制
の

推
進
は
、ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A　

協
働
に
よ
る
維
持
管
理
体
制
の
推

進
と
し
て
、現
行
の
愛
護
会
制
度
を
軸
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
の
取
り

組
み
の
支
援
や
、成
果
な
ど
を
広
く
紹
介

す
る
こ
と
で
認
知
度
の
向
上
を
図
り
、新

た
な
愛
護
会
の
発
足
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
年
生
へ
の
交
通
安
全
教
育
の
実
施
は
。

A　
自
転
車
交
通
安
全
教
室
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
、ま
た
、自
転
車
交
通
安
全
用
教
材

「
チ
リ
リ
ン
・
タ
イ
ム
」を
廊
下
な
ど
に
掲

示
し
、視
覚
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。

Q　
自
転
車
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
お
け
る
課
題
と
解
決
策
は
。

A　

自
転
車
利
用
者
の
正
し
い
ル
ー
ル

の
遵
守
、マ
ナ
ー
向
上
の
啓
発
が
必
要
と

考
え
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
や
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、教

育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
茅
ヶ

崎
警
察
署
や
交
通
指
導
員
の
ご
協
力
の

下
、交
通
安
全
教
室
等
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

Q　

今
後
ど
の
よ
う
な
体
制
を
構
築
し

て
交
通
安
全
施
策
を
実
施
す
る
の
か
。

A　
総
合
的
な
交
通
施
策
の
検
討
は
、よ

り
よ
い
交
通
施
策
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
、そ
の
ベ
ー
ス
は
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
、

協
働
の
理
念
と
行
動
に
よ
り
取
り
組
み

ま
す
。

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
を
重
視
せ
よ

山田  政博 議員

一般質問で使用した議員
作成資料より

学
校
施
設
の
在
り
方
は

民
主
的
な
検
討
を
せ
よ

憩
い
の
場
と
な
る

公
園
や
緑
地
の
整
備
を

一般質問 議員 ９人が町政を問う
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Q　
農
業
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
目
的
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。支
援

を
通
じ
て
町
が
得
る
べ
き
成
果
を
問
う
。

A　

農
業
施
策
の
最
終
的
成
果
と
し
て

は
、生
産
力
の
向
上
、農
業
経
営
の
多
様

化
、農
業
所
得
の
向
上
等
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、高
付
加
価
値
農
産
物
や
町
と

協
力
し
て
生
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
拡
大
し

て
い
く
こ
と
は
、第
１
次
産
業
の
発
展
と

町
の
歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

Q　

町
の
方
向
性
を
示
す
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
、次
代
に
も
引
き
継
が
れ
る

農
業
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
が
、

そ
の
考
え
は
。

Q　

寒
川
町
総
合
計
画
２
０
４
０
に
位

置
付
け
ら
れ
た「
に
ぎ
わ
い
交
流
創
出

ゾ
ー
ン
」の
今
後
の
展
望
は
。

A　

基
本
的
に
は
事
業
の
継
続
性
か
ら

も
民
間
が
主
体
と
な
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
、多
く
の
関
係
者
と
の
間
で
合

意
を
得
た
事
業
の
内
容
に
応
じ
た
土
地

利
用
等
の
手
続
等
、行
政
し
か
担
え
な
い

も
の
に
取
り
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

明
確
に
し
な
が
ら
積
極
的
な
民
間
支
援

を
進
め
る
こ
と
で「
に
ぎ
わ
い
交
流
創
出

ゾ
ー
ン
」の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
ま
す
。

Q　
「
に
ぎ
わ
い
交
流
創
出
ゾ
ー
ン
」の

整
備
に
つ
い
て
は
、民
間
主
体
で
行
っ
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
、そ
れ
を
可
能
と
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

A　

農
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
で
き

る
よ
う
に
、次
世
代
を
担
う
新
規
就
農
者

や
、地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
は
、重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
効
率
的
、か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
を
目
指
す
た
め
に
も
農
業
者

の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の

作
成
に
着
手
し
ま
す
。

Q　

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

た
め
に
、こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
専
門

家
を
設
置
す
る
考
え
は
。

A　
現
在
は
、産
業
医
や
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
相
談
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
は
、未
然
に

防
ぐ
予
防
か
ら
復
帰
支
援
ま
で
の
対
策

な
ど
、専
門
的
な
対
応
も
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と

の
連
携
や
方
法
な
ど
、よ
り
効
果
的
な
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

A　

現
在
、Ｐ※

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用

い
た
公
共
施
設
再
編
が
各
地
で
進
ん
で
い

る
こ
と
も
踏
ま
え
、こ
う
し
た
手
法
も
参

考
、応
用
す
る
こ
と
で
不
可
能
を
可
能
と

す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

Q　

多
胎
に
対
す
る
令
和
４
年
度
の
支

援
充
実
の
具
体
内
容
は
。

A　

妊
婦
健
康
診
査
の
費
用
助
成
回
数

を
５
回
分
追
加
し
ま
す
。ま
た
、産
後
ケ

ア
事
業
の
利
用
回
数
に
つ
い
て
、７
回
分

ま
で
訪
問
型
を
追
加
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

Q　
多
胎
児
の
妊
産
婦
の
方
々
は
直
接
的

な
家
事・育
児
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

家
事・育
児
支
援
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

A　

町
と
し
て
も
子
育
て
の
不
安
を
感

じ
て
い
る
家
庭
の
支
援
の
必
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、多
胎
に
関
連
し
た
支
援
も

含
め
、国
の
制
度
設
計
に
も
注
視
し
、研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

寒
川
の
農
業
の
方
向
性
を
示
す

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
を

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

多
胎
に
対
す
る
支
援
充
実
の具

体
策
は

寒川町総合計画2040より

「
に
ぎ
わ
い
交
流
創
出
ゾ
ー
ン
」
の

今
後
の
展
望
は

黒沢  善行 議員

岸本　優 議員

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
＝
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
行
う
こ
と

　
に
よ
り
、
民
間
の
創
意
工
夫
等
を
活
用
し
、
財
政
資
金
の
効
率
的
使
用
や
行
政
の
効
率
化
等
を
図
る
手
法

一般質問 議員 ９人が町政を問う
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　総務常任委員会では、1月27日（木）に神戸市危機管理室とオンラインによる行政視察を
実施しました。スマートシティの実現に向けて、LINEを活用した災害情報共有などの事例紹
介を受けました。

　総務常任委員会では、議員間討
議の結果を踏まえ、3月25日（金）に
町へ政策提言書「町の防災情報共有
に向けた提言書」を提出しました。

　総務常任委員会では、4月7日（木）にア
※

クティブ交番を現地踏査しました。このア
クティブ交番は、旧岡田交番地区内を中心
とした町内３カ所に配置されるもので、従
来の交番と同様の機能に加え、その機動力
を活かしてパトロールの強化をするととも
に、犯罪の抑止に努めるものです。

オンラインによる行政視察を実施しました

「町の防災情報共有に向けた提言書」を提出しました

アクティブ交番を視察しました

提言書全文はこちらから

さむかわ中央公園街角広場

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
＝
公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
行
う
こ
と

　
に
よ
り
、
民
間
の
創
意
工
夫
等
を
活
用
し
、
財
政
資
金
の
効
率
的
使
用
や
行
政
の
効
率
化
等
を
図
る
手
法

※アクティブ交番＝地域の治安維持に向けての新たな移動型
　交番スタイルのこと

議会 TOPICS
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さむかわ議会だよりに広告を載せませんか

　さむかわ議会だよりでは有料広告を掲載しています。寒川町議会定例会における議会活動の内容等
を掲載している公的な情報誌です。年4回（2月、5月、8月、11月）に発行しており、各号、町内全
ての世帯・事業所に配布しています。（各号21,100部）

広告募集の概要

掲 載 場 所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

１号あたりの掲載料　40,000円

年間（４号）一括申込による
掲載料144,000円

（1号あたり36,000円）

申 込 期 間
掲載を希望する号が発行される月の
3カ月前の1日～3カ月前の20日まで

※広告の原稿は、広告主の負担で作成してください。
※広告の内容に関する責任は、広告主になります。

● 広告見本 ●

さ
む
か
わ 

議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
５
月
１
日
発
行

発
行
／
寒
川
町
議
会

編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会

〒
253
─

0196　

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
１
６
５　
　
　
　
　

☎
０
４
６
７（
７
４
）１
１
１
１

U
R
L

：http://w
w
w
.tow
n.sam

ukaw
a.kanagaw

a.jp　

E
-m
ail

：gikai@
tow
n.sam

ukaw
a.kanagaw

a.jp

印
刷
／
㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

№
202 議会を傍聴される皆さまへ

　新型コロナウイルス感染症予防の観点から、当面
の間は人数を制限した上で傍聴を実施しています。
ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、会議の模様は、インターネット中継でもご
視聴いただけますのでご利用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合
わせください。
●議会事務局 総務担当　　TEL 0467-74-1111

　　  （内）341・342 

日 月 火 水 木 金 土
5/29 30 31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員長報告等）

総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

  本会議 （一般質問）

本会議
（議案質疑等）

建設経済
常任委員会

東海道新幹線
新駅対策

特別委員会
田端西地区

まちづくり対策
特別委員会

6月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合があります）
※6月13日（月）田端西地区まちづくり対策特別委員会は
　午後1時15分開会
※6月21日（火）本会議は午前10時開会

インターネット生中継・
録画映像はこちらから 傍聴について


